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(54)【発明の名称】 超音波検査装置

(57)【要約】
【課題】  超音波の送受信を妨げる障害物の存在に応じ
て、超音波の送受信を制御することができる超音波検査
装置を提供する。
【解決手段】  超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
を含む超音波

探触子２と、システム制御部３１、送信遅延制御回路３
２、受信遅延制御回路３３、複数の送信駆動回路３４、
複数のアンプ３５、受信遅延回路３６、ログ変換部３
７、検波回路３８、Ａ／Ｄ変換部３９、画像メモリ４
０、３Ｄ画像構成部４１、ＤＳＣ部４２、Ｄ／Ａ変換部
４３、表示部４４、受信信号解析部４５、超音波遮蔽物
位置算出部４６、駆動位置設定部４７を含む本体３とを
具備する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体に向けて超音波を送信し、被検体
から反射された超音波を受信して受信信号を出力する複
数の振動子を含む超音波探触子と、
前記受信信号に基づいて、前記複数の振動子の内で駆動
すべき振動子を決定し、決定された振動子のみに駆動信
号を供給する駆動信号供給手段と、を具備する超音波検
査装置。
【請求項２】  前記駆動信号供給手段が、前記複数の振
動子の内で被検体内の超音波遮蔽物に対応する振動子に
対しては前記駆動信号を供給しないことを特徴とする請
求項１記載の超音波検査装置。
【請求項３】  前記複数の振動子の各々が超音波の送受
信用の振動子であることを特徴とする請求項１又は２記
載の超音波検査装置。
【請求項４】  前記複数の振動子の内の第１群の振動子
が超音波の送信用の振動子であり、前記複数の振動子の
内の第２群の振動子が超音波の受信用の振動子であるこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の超音波検査装置。
【請求項５】  前記複数の振動子が、１次元又は２次元
に配列されていることを特徴とする請求項１又は２記載
の超音波検査装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、被検体に超音波を
送信して被検体から反射された超音波を受信し、受信し
た超音波が有する情報から得られた画像に基づいて検査
を行う超音波検査装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】従来より、被検体に超音波を送信して被
検体から反射された超音波を受信し、受信した超音波が
有する情報から得られた画像を表示する超音波検査装置
を用いた超音波検査が行われている。近年の超音波検査
装置は、ディジタル化によって各種の制御が可能となっ
ている。超音波探触子を用いた超音波の送受信の制御の
例として、画像の分解能を上げるために診断部位に向け
て超音波ビームを細く絞るフォーカス動作が挙げられ
る。フォーカス動作は、超音波探触子内の超音波振動子
を駆動するための送信系回路に遅延線を挿入し、各超音
波振動子が超音波を送信するタイミングをずらすことに
より、実現されている。このフォーカスを実現するため
には、超音波探触子の開口幅は広いことが望ましい。
【０００３】ところで、超音波検査の一つの応用として
超音波診断が行われている。この超音波診断において
は、被検体の診断部位によって、有用な画像が得られな
い場合がある。例えば、被検体内の体表近傍に骨があ
り、この骨により超音波が反射されてしまう場合等であ
る。特に、心臓の超音波診断を行う場合には、被検体胸
部の肋骨が、超音波の送受信の妨げとなる。そのため、
心臓の超音波診断を行う場合には、開口幅が狭い超音波

2
探触子を用い、肋骨間を介して超音波の送受信を行って
いる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】しかし、超音波探触子
の開口幅が狭いと、先に説明したフォーカスにより超音
波ビームを細く絞ることが困難である。そのため、超音
波探触子の開口幅の狭さを補うための種々の技術が開発
されている。
【０００５】例えば、日本国特許出願公開（特開）平６
－３８９６２号公報（以下、「文献１」ともいう）に
は、超音波診断装置に対してケーブルによって接続さ
れ、生体表面に当接されて超音波の送受波を行う三次元
データ取込み用超音波探触子であって、本体ケースと、
本体ケースの中に収納された可動体であって、超音波の
送受波面に沿って内部にアレイ振動子が配列された振動
子ユニットと、振動子ユニットに対し、その生体表面近
傍に設定される仮想的な軸を回転軸として、振動子ユニ
ットの送受波面を回転軸に向けさせつつ、振動子ユニッ
トを円弧状経路に沿って機械的にアーク走査するアーク
走査機構とを含み、アレイ振動子を電子走査することに
より形成される走査面が、その面内に存在する仮想的な
軸を回転軸として機械的に走査される三次元データ取込
み用超音波探触子が掲載されている。しかしながら、文
献１に掲載された三次元データ取込み用超音波探触子
は、肋骨などの超音波遮蔽物体の隙間から超音波の送受
波を行うものではあるが、振動子ユニットを円弧状経路
に沿って機械的にアーク走査するアーク走査機構を必要
とするため、大型化、重量化してしまう。
【０００６】また、特開平８－３３６２３号公報（以
下、「文献２」ともいう）には、被検体に当接する当接
面と被検体が接触する接触圧力を検出する圧力検出手段
を含む超音波探触子が掲載されている。しかしながら、
文献２に掲載された超音波探触子は、被検体との接触圧
力が所定の基準圧力より大きい場合に警告を発するため
のものであり、肋骨等の影響を排除するものではない。
【０００７】また、特開平９－８４７９４号公報（以
下、「文献３」ともいう）には、複数の振動子からなる
リニアスキャン用の探触子と複数の振動子からなるセク
タスキャン用の探触子とを差し替えて接続することがで
きる超音波診断装置であって、リニアスキャンにおける
同一の遅延時間を必要とする振動子の出力信号を入力し
加算を行うクロスポイントスイッチを設け、セクタスキ
ャンにおいてクロスポイントスイッチによりアパチャー
の大きさと位置を制御する超音波診断装置が掲載されて
いる。しかしながら、文献３に掲載された超音波診断装
置は、アパチャーを制限することにより肋骨からの多重
反射による影響を低減するものではあるが、肋骨の位置
を検出している訳ではないので、その効果にも限界があ
る。
【０００８】また、特開平２０００－２０１９２８号公
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報（以下、「文献４」ともいう）には、超音波探触子の
輻射面から被検体内に入射される超音波ビームの音線中
心を、該輻射面より前方に設定し、該音線中心よりさら
に前方の該被検体内にセクタ部分を形成して超音波によ
る診断を行う超音波診断方法が掲載されている。しかし
ながら、文献４に掲載された超音波診断方法は、障害物
の隙間から超音波を送受信するものではあるが、障害物
の位置を検出していないので、超音波が障害物に当たっ
た場合には却って反射の影響を大きく受けるおそれがあ
る。
【０００９】また、特開平６－７０９３０号公報（以
下、「文献５」ともいう）には、被検体内に挿入する挿
入部を有し、この挿入部は、その先端側に前方方向の超
音波断層像を得るように超音波送受波手段を配置した超
音波ヘッド部と、予め規定した一定圧力以下で押し付け
ても硬質を保つ一方、一定圧力を越えると屈曲する弾性
シース部と、硬質の硬質シース部とから構成されている
前方スキャン型体内用超音波プローブが掲載されてい
る。しかしながら、文献５に掲載された前方スキャン型
体内用超音波プローブは、被検体内に挿入するものであ
り、被検体の体表から超音波を送受信するものではな
い。
【００１０】また、特開平１０－１０８８６４号公報
（以下、「文献６」ともいう）には、被検体に超音波を
送波し、その反射波を受波して超音波受信信号を出力す
る超音波プローブと、超音波プローブにより得られた超
音波受信信号を処理し、超音波診断画像を作成する画像
処理手段と、画像処理手段により作成された超音波診断
画像を表示する表示手段と、超音波プローブが所定時間
のあいだ未使用状態であるか否かを検知する検知手段
と、検知手段の検知結果に応じて作動し、超音波プロー
ブの劣化又は表示手段の劣化を防止する防止手段と、を
具備する超音波診断装置が掲載されている。しかしなが
ら、文献６に掲載された超音波診断装置は、超音波プロ
ーブが所定時間のあいだ未使用状態である場合に超音波
プローブ又は表示手段の劣化を防止するものであり、肋
骨等の影響を排除するものではない。
【００１１】一方、ULTRASONIC IMAGING 20, 1-15 (199
8)には、Duke大学のE.D.LIGHTらによる「Progress in T
wo-Dimensional Arrays for Real-Time Volumetric Ima
ging」と題する論文（以下、「文献７」ともいう）が掲
載されている。この文中では、ＰＺＴ超音波センサの２
次元アレイを有する探触子が開示されている。従来は、
１次元に配列した超音波振動子を用いた超音波探触子が
主であったが、近年、このような２次元に配列した超音
波振動子を用いた超音波探触子も開発されてきている。
そのため、超音波探触子の開口幅を、１次元方向に広げ
るだけではなく、２次元方向に広げることが可能な状況
になりつつある。
【００１２】そこで、上記の点に鑑み、本発明は、肋骨
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等の超音波の送受信を妨げる障害物がある場合に、障害
物の影響を受けることなく開口幅を大きくすることがで
きる超音波探触子及び超音波検査装置を提供することを
目的とする。
【００１３】
【課題を解決するための手段】以上の課題を解決するた
め、本発明に係る超音波検査装置は、被検体に向けて超
音波を送信し、被検体から反射された超音波を受信して
受信信号を出力する複数の振動子を含む超音波探触子
と、受信信号に基づいて、複数の振動子の内で駆動すべ
き振動子を決定し、決定された振動子のみに駆動信号を
供給する駆動信号供給手段とを具備する。
【００１４】上記構成によれば、肋骨等の超音波の送受
信を妨げる障害物の存在に応じて、超音波の送受信を制
御することができる。これにより、肋骨等がある場合で
あっても、肋骨等の影響を受けることなく開口幅を大き
くすることができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】以下、図面に基づいて本発明の実
施の形態について説明する。なお、同一の構成要素には
同一の参照番号を付して、説明を省略する。図１は、本
発明の一実施形態に係る超音波検査装置の回路構成を示
す図である。図１に示すように、本実施形態に係る超音
波検査装置１は、超音波探触子２と、本体３とを備えて
いる。
【００１６】図２は、超音波探触子２の外観図である。
図２（ａ）において、この超音波探触子２は、開口部が
形成された筐体２１と、筐体２１の開口部を介して超音
波を送受信するように筐体２１の内部に配置された超音
波振動子Ｔ

m,n
（ここでは、簡単のためにｍ＝１～６、

ｎ＝１とした場合について示す）と、筐体２１の開口部
を覆うように筐体２１に固着されたヘッド部２２と、本
体３に接続されたケーブル２３とを含んでいる。図２
（ｂ）は、超音波探触子２を図２（ａ）中のII方向から
見た図である。図２に示すように、超音波振動子Ｔ

1,1

～Ｔ
6,1
は、一列に並べて筐体２１内に配置され、１次

元アレイを形成している。超音波振動子Ｔ
1,1
～Ｔ

6,1
は、本体３からの駆動信号に従って、超音波の送受

信を行う。超音波振動子Ｔ
1,1
～Ｔ

6,1
としては、ＰＺＴ

やＰＶＤＦ等の圧電素子を用いても良い
【００１７】再び図１を参照すると、本体３は、システ
ム制御部３１と、送信遅延制御回路３２と、受信遅延制
御回路３３と、複数の送信駆動回路３４と、複数のアン
プ３５と、受信遅延回路３６と、ログ（ｌｏｇ）変換部
３７と、検波回路３８と、Ａ／Ｄ変換部３９と、画像メ
モリ４０と、３Ｄ画像構成部４１と、ＤＳＣ（ディジタ
ルスキャンコンバータ）部４２と、Ｄ／Ａ変換部４３
と、表示部４４と、受信信号解析部４５と、超音波遮蔽
物位置算出部４６と、駆動位置設定部４７とを含んでい
る。
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【００１８】システム制御部３１は、システム全体を制
御する。送信駆動回路３４は、送信遅延制御回路３２及
び駆動位置設定部４７からの信号に従って、超音波探触
子２内の超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
を駆動するための駆

動信号を出力する。送信遅延制御回路３２は、送信駆動
回路３４から出力される駆動信号の遅延時間を制御す
る。アンプ３５は、超音波探触子２内の超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
からの受信信号を増幅する。受信遅延回路３

６は、アンプ３５からの信号を遅延させる。受信遅延制
御回路３３は、受信遅延回路３６における受信信号の遅
延時間を制御する。
【００１９】ログ（ｌｏｇ）変換部３７は、受信遅延回
路３６の出力信号を対数変換する。検波回路３８は、ロ
グ変換部３７の出力信号を検波する。Ａ／Ｄ変換部３９
は、検波回路３８の出力信号をＡ／Ｄ変換してディジタ
ル画像データを生成する。画像メモリ４０は、Ａ／Ｄ変
換部３９によって生成されたディジタル画像データを記
憶する。３次元画像構成部４１は、画像メモリ４０に蓄
積された複数枚の断層データから、ある体積についての
データであるボクセルデータ（ｖｏｘｅｌ  ｄａｔａ）
を生成する。
【００２０】ＤＳＣ（ディジタル・スキャンコンバー
タ）部４２は、走査フォーマットの変換を行うことによ
り、音線データ空間の画像データを物理空間の画像デー
タに変換する。また、ＤＳＣ部４２は、フレームレート
の調整も行う。Ｄ／Ａ変換部４３は、ＤＳＣ４２によっ
て変換された画像データをアナログ信号に変換する。表
示部４４は、Ｄ／Ａ変換部４３によって変換されたアナ
ログ信号に基づいて画像を表示する。
【００２１】受信信号解析部４５は、超音波探触子２内
の超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
からの受信信号を解析し、

超音波振動子Ｔ
1,1
～Ｔ

6,1
の内で微弱な受信信号を出力

した超音波振動子を特定する。超音波遮蔽物位置算出部
４６は、受信信号解析部４５から信号を受信し、被検体
内の肋骨等の超音波の送受信を妨げる障害物の位置を算
出する。駆動位置設定部４７は、接触位置算出部４６か
ら信号を受信し、超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
の内で肋骨

等に対向する超音波振動子を示す信号を送信駆動回路３
４に送信する。
【００２２】次に、超音波検査装置１の動作について図
３のフローチャートを参照しながら説明する。図４は、
超音波探触子２が被検体５０に押し当てられた様子を示
す図である。図４において、被検体５０内の体表近傍に
は肋骨５２及び５３が、被検体５０内の深部には臓器５
１が、それぞれ存在している。このように超音波探触子
２が被検体５０に押し当てられた状態において、医師等
のユーザからの検査開始の指示入力を受けると、超音波
検査装置１は、図３に示す処理を開始する。
【００２３】まず、超音波検査装置１は、全ての超音波
振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
から超音波を送信する（ステップＳ

6
１０１）。本実施形態においては、超音波振動子Ｔ

1,1

及びＴ
6,1
から送信された超音波は、送信後直ぐに肋骨

５２及び５３によって反射される。一方、超音波振動子
Ｔ
2,1
～Ｔ

5,1
から送信された超音波は、被検体５０の体

表から臓器５１までの深度に応じた時間の経過後に臓器
５１まで伝搬し、臓器５１によって反射され、その後超
音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
に到達する。

【００２４】次に、超音波検査装置１は、臓器５１によ
って反射された超音波（以下、単に「反射超音波」とも
いう）が超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
に到達する所定期間

内に、超音波振動子Ｔ
1,1
～Ｔ

6,1
によって反射超音波を

受信する（ステップＳ１０２）。超音波振動子Ｔ
1,1
～

Ｔ
6,1
は、反射超音波を受信すると、受信信号を受信信

号解析部４５に送信する。図５は、超音波振動子Ｔ
1,1

及びＴ
3,1
によって受信された反射超音波の波形図であ

る。図５に示すように、超音波振動子Ｔ
1,1
によって受

信された反射超音波と超音波振動子Ｔ
3,1
によって受信

された反射超音波とは、強度が大きく異なっている。こ
れは、超音波振動子Ｔ

3,1
と臓器５１との間には肋骨等

の反射超音波の受信を妨げる障害物が存在しない一方、
超音波振動子Ｔ

3,1
と臓器５１との間には反射超音波の

受信を妨げる肋骨５２が存在するためである。
【００２５】次に、超音波検査装置１の受信信号解析部
４５は、超音波振動子からの受信信号を解析し、超音波
振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
の内で微弱な反射超音波を受信した

超音波振動子（本実施形態においては、超音波振動子Ｔ

1,1
及びＴ

6,1
）を特定する（ステップＳ１０３）。次

に、超音波検査装置１の超音波遮蔽物位置算出部４６
は、受信信号解析部４５からの信号に基づいて、反射超
音波の受信を妨げる肋骨５２及び５３の位置を算出する
（ステップＳ１０４）。次に、超音波検査装置１の駆動
位置設定部４７は、肋骨５２及び５３に対向する超音波
振動子Ｔ

1,1
及びＴ

6,1
からの超音波の送信を停止させ、

その他の超音波振動子Ｔ
2,1
～Ｔ

5,1
からの超音波の送信

を継続させるための信号を送信駆動回路３４に送信する
（ステップＳ１０５）。
【００２６】次に、超音波検査装置１は、超音波検査を
実行する（ステップＳ１０６）。具体的には、超音波検
査装置１は、超音波振動子Ｔ

2,1
～Ｔ

5,1
から超音波を送

信し、超音波振動子Ｔ
2,1
～Ｔ

5,1
によって反射超音波を

受信する。そして、超音波検査装置１は、超音波振動子
Ｔ
2,1
～Ｔ

5,1
からの受信信号に適宜処理を施すことによ

り得られた信号に基づいて、被検体５０内部の画像を表
示部４４に表示する。
【００２７】尚、全ての超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
によ

って反射超音波を受信するようにしても良い。また、超
音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,1
の全てが超音波の送信及び受信

を行うものではなく、一部が送信のみを行うものであ
り、他の一部が受信のみを行うものであってもよい。
【００２８】このように、本実施形態に係る超音波検査
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7
装置１によれば、超音波検査時には超音波振動子Ｔ

1,1

～Ｔ
6,1
の内の肋骨５２及び５３に対向する超音波振動

子Ｔ
1,1
及びＴ

6,1
から超音波を送信しないため、肋骨５

２及び５３の影響を受けることなく超音波探触子２の開
口幅を広くすることができる。
【００２９】本実施形態に係る超音波検査装置１におい
ては、被検体との接触面が平面となっているヘッド部２
２を有する超音波探触子２を用いているが、超音波探触
子２に代えて図６に示すような超音波探触子６０を用い
ることができる。図６（ａ）において、この超音波探触
子６０は、凸状の開口部が形成された筐体６１と、筐体
６１の開口部を介して超音波を送受信するように筐体６
１の内部に配置された超音波振動子Ｔ

m
、
n
（ここでは、

簡単のためにｍ＝１～６、ｎ＝１とした場合について示
す）と、被検体との接触面がコンベックス形状であり、
筐体６１の開口部を覆うように筐体６１に固着されたヘ
ッド部６２と、ケーブル２３とを含んでいる。図６
（ｂ）は、超音波探触子６０を図６（ａ）中のIII方向
から見た図である。
【００３０】また、超音波探触子２に代えて、図７に示
すような超音波探触子７０を用いることもできる。図７
（ａ）において、この超音波探触子７０は、開口部が形
成された筐体７１と、筐体７１の開口部を介して超音波
を送受信するように筐体７１の内部に配置された超音波
振動子Ｔ

m
、
n
（ここでは、簡単のためにｍ＝１～６、ｎ

＝１～６とした場合について示す）と、被検体との接触
面が平面であり、筐体７１の開口部を覆うように筐体７
１に固着されたヘッド部７２と、ケーブル２３とを含ん
でいる。図７（ｂ）は、超音波探触子７０を図７（ａ）
中のIV方向から見た図である。図７に示すように、超音
波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,6
は、６行６列のマトリクス状に並

べて筐体７１内に配置され、２次元アレイを形成してい
る。
【００３１】図８は、超音波探触子７０を被検体５０の
左胸部に押し当てた様子を示す図である。被検体５０の
体表近傍には、肋骨５２～５７が存在している。このよ
うに超音波探触子７０が被検体５０に押し当てられた場
合には、被検体５０の肋骨５５～５７がない他の部分
（図８中のハッチング部分）に対向する超音波振動子に
対し、超音波の送信を行わせることができる。また、こ
の超音波探触子７０においては、図７に示すように超音
波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,6
をマトリクス状に配置している

が、図９に示すように超音波振動子７６～９２を円弧状
に配置したり、図１０に示すように複数の超音波振動子
９３を有する超音波振動子ユニット９４～１０２を配置
することができる。
【００３２】また、超音波探触子２に代えて、図１１に
示すような超音波探触子１１０を用いることもできる。
図１１（ａ）において、この超音波探触子１１０は、筐
体１１１と、超音波振動子Ｔ

m
、
n
（ここでは、簡単のた *

8
*めにｍ＝１～６、ｎ＝１～６とした場合について示す）
と、超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,6
のそれぞれの四隅の近傍

に配置された棒状の可動部Ｐ
1,1
～Ｐ

12,12
と、ケーブル

２３とを含んでいる。図１１（ｂ）は、超音波探触子１
１０を図１１（ａ）中のVI方向から見た図である。図１
１に示すように、超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,6
は、６行６

列のマトリクス状に並べて筐体１１１内に配置され、２
次元アレイを形成している。
【００３３】可動部Ｐ

1,1
～Ｐ

12,12
は、ばね１１２によ

って図１１（ａ）中の左方向に付勢されて筐体１１１に
配置されており、図１１（ａ）中において左右方向に摺
動可能となっている。図１２は、超音波探触子１１０を
被検体５０に押し当てた様子を示す図である。被検体５
０の体表近傍には、肋骨５２及び５３が存在している。
図１２に示すように、超音波探触子１１０が被検体５０
に押し当てられると、可動部Ｐ

1,1
～Ｐ

12,12
と被検体５

０との間に圧力が生じ、可動部Ｐ
1,1
～Ｐ

12,12
のそれぞ

れが図１２中の上方に摺動される。特に、被検体５０の
肋骨５２及び５３が存在する部分と可動部Ｐ

1,1
～Ｐ

2,12
及びＰ

11,1
～Ｐ

12,12
との間の圧力は、被検体５０

の肋骨５２及び５３がない部分と可動部Ｐ
3,1
～Ｐ

10,12

との間の圧力より高くなるため、可動部Ｐ
1,1
～Ｐ

2,12

及びＰ
11,1
～Ｐ

12,12
の移動量は、可動部Ｐ

3,1
～Ｐ

10,12
の移動量より大きくなる。なお、この超音波探触

子１１０においては、図１２に示すように可動部Ｐ
1,1

～Ｐ
12,12

を超音波振動子Ｔ
1,1
～Ｔ

6,6
のそれぞれの四

隅の近傍に配置しているが、図１３に示すように可動部
Ｐ
1,1
～Ｐ

12,12
に代えて超音波振動子Ｔ

1,1
～Ｔ

6,6
を囲

む変形可能な樹脂１１３を配置することができる。
【００３４】また、上述した超音波探触子２、６０、７
０、及び、１１０は、肋骨を有する被検体の胸部のみに
限定して用いるものではなく、他の部位にも用いること
が可能である。
【００３５】
【発明の効果】以上述べた様に、本発明によれば、肋骨
等の超音波の送受信を妨げる障害物の存在に応じて、超
音波の送受信を制御することができる。これにより、肋
骨等の超音波の送受信を妨げる障害物がある場合であっ
ても、障害物の影響を排除しつつ、開口幅を大きくする
ことが可能である。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の回
路構成図である。
【図２】図１の超音波探触子の外観図である。
【図３】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の動
作を示すフローチャートである。
【図４】図１の超音波探触子を被検体に押し当てた状態
を示す図である。
【図５】図１の超音波探触子が受信した超音波の受信波
形を示す図である。
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【図６】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の超
音波探触子の変形例の外観図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の超
音波探触子の変形例の外観図である。
【図８】図７の超音波探触子を被検体に押し当てた状態
を示す図である。
【図９】図７の超音波探触子の変形例の外観図である。
【図１０】図７の超音波探触子の変形例の外観図であ
る。
【図１１】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の
超音波探触子の変形例の外観図である。
【図１２】図１１の超音波探触子を被検体に押し当てた
状態を示す図である。
【図１３】本発明の一実施形態に係る超音波検査装置の
超音波探触子の変形例の外観図である。
【符号の説明】
１  超音波検査装置
２、６０、７０、１１０  超音波探触子
３  本体
２１、６１、７１、１１１  筐体
２２、６２、７２  ヘッド部
２３  ケーブル
３１  システム制御部
３２  送信遅延制御回路
３３  受信遅延制御回路 *
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*３４  送信駆動回路
３５  アンプ
３６  受信遅延回路
３７  ログ（ｌｏｇ）変換部
３８  検波回路
３９  Ａ／Ｄ変換部
４０  画像メモリ
４１  ３Ｄ画像構成部
４２  ＤＳＣ部
４３  Ｄ／Ａ変換部
４４  表示部
４５  受信信号解析部
４６  超音波遮蔽物位置算出部
４７  駆動位置設定部
５０  被検体
５１  臓器
５２～５７  肋骨
６４～７２  超音波振動子ユニット
９２  ばね
９３  圧力センサ
９４  圧力検出樹脂
１１２  ばね
１１３  樹脂
Ｔ
1,1
～Ｔ

6,6
、７６～９３  超音波振動子

Ｐ
1,1
～Ｐ

12,12
  可動部

【図１】 【図９】

【図１０】
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